
別紙様式２  平成 19・20 年度環境のための地球学習観測プログラム（グローブ）推進事業中間報告書 

 

Ⅰ 学校の概要 

 １ 児童生徒数，学級数，教職員数（平成２０年１月） 

(1) 児童数  ５１８名 

(2) 学級数  １８学級（特別支援学級を含む） 

  (3) 教職員数 ３２名 

 

 ２ 地域の概況 

   本校の位置する愛西市は平成１７年４月に佐屋

町、立田村、八開村、佐織町の２町２村の合併によ

り誕生した。名古屋市の西方２０㎞にあり、岐阜県、

三重県との境界に位置している。地勢は平坦で、木

曽川の沖積層という肥沃な土壌に恵まれ、ほぼ全域

が海抜０ｍ以下となっている。農地や水面をはじめ

とした自然が多く広がっており、学区となる佐織地

区も市街化区域が約５％、農地、調整区域が９０％

以上を占めて、豊かな自然に恵まれている。児童は

登下校を含め生活の場が豊かな自然に囲まれている

ため、四季折々の動植物と触れ合いながら、のびの

びと日々をすごしている。学校では学年の花壇や畑

があり、季節に合わせて土に触れながら収穫や栽培

の喜びを味わっている。 

 児童にとって、豊かな自然に恵まれた環境は、日

常の生活の場として当たり前の環境であり、特に恵

まれているという意識はなかったが、環境学習を進

めてきたことにより、身近な環境に関心をもち、今

ある豊かな自然を守っていこうとする意識が高まっ

てきている。 

 

 ３ 環境教育の全体計画等 

環境教育の目標は「人と環境の共存」とし、人が

生きていくためには水も動植物もすべての環境が大

切であり、最終は「すべての命の大切さ」につなげ

て環境教育を行なうこととした。最初に、児童をと

りまく「環境とは何か」を具体的にとらえ、低中高

学年で、目標を明らかにした。 

低学年は「自然環境」とし、児童の身近にある自

然を中心とした環境そのものをとらえさせる。 

中学年は「地域環境」とし、生活の場から県内に

おける自然、生活を対象とした地域までとらえさせ

る。 

高学年は「社会環境」とし、広い視点から自然を

とらえ、生活や文化にも目を向けさせる。 

環境教育を進めるにあたり、これら「自然環境」

「地域環境」「社会環境」を発達段階に合わせなが

ら、常に児童の生活との関連を大事にし、かけがえ

のない環境を大切にしたいという気持ちをもたせる

ことをねらいとした。 

 

Ⅱ 研究主題 

 「環境、その明日を考える」 

 － 自然・地域・社会とともに 

歩める子どもをめざして － 

研究主題の設定理由 

環境に関連する学習を各教科等において体系的、継

続的に行っていけば、環境に対する豊かな感性が養わ

れ、確かな見識を持って、進んで環境にかかわろうと

する子どもが育つであろうと考え、本主題を設定した。 

 

Ⅲ 研究の概要 

 １ 研究のねらい 

  (1) 育てたい子ども像 

最初に本校の環境教育を通して育てたい子ど

も像を次のように考えた。 

① 豊かな感受性を育成する教育（心を育てるた

めに） 

・  身近な環境の様子について関心を持ち、豊

かな感受性を持てる子 

・  遊びや体験を通し、自然を大切にしようと

いう心をはぐくめる子 

・  人間の活動と自然との調和を大切にする子 
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   ② 活動や体験を大切にする教育（考え行動でき

るために）     

     ・  環境を思いやり、よりよくしていける子 

     ・  環境とのかかわりの中で、考え、判断し、

行動できる子 

     ・ 心身の健康を、取り巻く環境から考え実践

できる子 

    ③ 身近な問題を重視する教育（よりよく生きる

ために） 

・ 課題を見つけ、追究し、創造したことが生

かせる子 

・  家庭、地域社会の生活の中で、環境にふれ

あい働きかける子 

・ 環境とともによりよく生きるために実践で

きる子 

  (2) 全学年のねらい 

本校では、すべての学年で環境教育を推進する

という視点で、各教科の年間カリキュラムを見つ

め、環境に関連する内容をまとめ、環境ナビゲー

ション作りを行うことで、各教科、道徳、特別活

動の目標や内容の見直しを行なっていく。これに

より各教科等の内容の中にある、環境教育に関連

する内容を取り上げ、教科等の学習から環境学習

を進めることを大きなねらいの一つとした。 
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             <全体像> 

  情報発信               情報発信 

   ＨＰ                環境通信 

現職教育推進委員会 

校長・教頭・教務・校務・研究主任・主事 

環境教育推進部 

教務主任・校務主任・研究主任 

教科部 総合部 情報部 

           
 
 

 
 
 
 
 

低学年 
部会 

中学年 
部会 

高学年 
部会 

地域部 

             教科 

 

 

      道徳    育てたい    特別活動 

            子ども像 

 

 

  地域       生活科・総合    情報発信 

   連携                 環境 

                     コーナー 

 

また、他教科との関連を図っての環境学習指導も

系統的に学習の積み上げることにより、どの学年に

おいても成果を上げることができると考え、図の全

体像のように、環境教育を教科、道徳、特別活動、

生活総合のすべての教育活動で取り組むことで、育

てたい子ども像にせまりたいと考えた。例えば理科

の発展的な内容「生き物がすみやすい川づくり」を

さらに広げ、総合的な学習の時間で、自然共生研究

センターに行くなど、校外学習や体験学習を有意義

に行うことで、教科等の学習で学んだ環境学習を、

さらに深めることを研究の大きなねらいとした。 

 

  ２ 校内の研究推進体制 

 研究の組織 

 

 

 

 

 

  

 

        推進３部会 

 

 

学年３部会 

 研究の組織として、「現職教育推進委員会」にお

いて策定された基本方針をもとに、「環境教育推進

部」で、環境教育の計画、内容等の検討を行い、推

進３部会へ提案する。推進３部会には「教科部」「総

合部」「情報部」を設置し、教科部では教科の授業

を中心に「環境を大切にする心を育てる」ことをね

らいに研究を進める。また、総合部では生活科や総

合的な学習の活用をねらいに「体験学習」の計画を

行なう。さらに情報部では教科の学習や総合の体験

で学んだことを情報発信する活動を行なう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究内容 

  （1）グローブの教育課程への位置付け 

① 教科課程と環境教育 
各教科の目標や内容は環境教育と大きくかか

わっており、教科の学習だけでも環境教育の目

標の多くは達成できると考え、教科部では教科

学習や道徳等で環境にかかわる学習の機会や場

を計画的に設けることができるよう以下の活動

を行ってきた。 

ア 「環境ナビゲーション」の作成 

      環境教育は、学校の全教育活動を通して行

われるものであり、その推進のためには教育 

課程上の位置づけを明確にする必要がある。

「環境ナビゲーション」（年間指導計画）の

作成に当たっては、各教科、道徳、特別活動

の目標や内容について環境教育を推進すると

いう観点に立って検討するとともに、その取

り扱い方を明らかにしておくことが大切であ

ると考えた。 

      指導計画の作成においては、各教科等の相

互の関連や連携を図り、環境教育に関わる個

々の事項を学校全体の教育計画の中に位置づ

けられるような工夫をする必要がある。その

ことによって、一見環境教育とはかかわりが

ないと思われる事項についても、その関連性

が明らかになる場合もある。また、自然教室

などの野外での宿泊を伴う教育活動などは、

学校の教育活動全体の中においてどのような

意味を持っているかを明確にして位置づける

ことが大切であると考え、以下のことに留意

し「環境ナビゲーション」を作成した。 

・ 教科、道徳、特別活動、総合的な学習の

時間に環境学習を系統的に進める。 

・ 環境学習を行うことができる単元を取り 

   出し、「自然環境」と「社会環境」にかか 

   わるものに分ける。 

・ 一部の教科だけで行うのではなく、多く

の教科、道徳、特別活動を通して行う。 

・ 環境ナビゲーションを活用し、他教科や

他領域との関連を明らかにする。 

「推進３部会」 

「学年３部会」 

には各学年１名

が所属して、活動

する。 
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   イ 「環境用語集」の作成 

     各教科等の内容の中で配慮されている学習内

容の活用をはかるために、教科書に出てくる環

境学習につながりのある用語を取り出し「環境

用語集」をまとめ、系統的に指導することがで

きるようにした。 

ウ 授業計画と指導案の工夫 

     最初に「環境ナビゲーション」によって他教

科との関連を明確にし、関連を図式化する。単

元の指導計画に当たっては環境に関係する用語

や内容を確かめ、環境に関係するところを明ら

かにし、どのように指導するか計画する。 

     環境に関わる資質や能力としては、環境に対

して積極的にかかわったり、環境を思いやった

り、よりよくしようとする関心、態度及び環境

とかかわり、それについて考えたり、判断した

りする思考力や判断力、及び表現力。環境に関

わって課題を見つけたり、解決したり、創造し

たりするために必要な知識・理解や技能などが

あげられる。そのために、環境教育の指導案の

視点として「関心」「知識」「態度」「技能」

を設定し、指導のねらいを明らかにする。具体

的には、環境とそれにかかわる問題に対する関

心と感受性を身につける視点として「関心」、

環境とそれにかかわる問題及び人間の環境に対

する厳しい責任や使命についての基本的な理解

を身につける「知識」、社会的価値や環境に対

する強い感受性、環境の保護と改善に積極的に

参加する意欲などを身につける「態度」、環境

問題を解決するための技能を身につける「技能」

とした。 

   エ 授業で環境学習 

     授業については、教科、道徳、特別活動の指

導過程のあり方を考えた。環境学習と深いつな

がりのある単元では、教科等の目標とあわせ、 

教師が意識し

たい環境指導

の目標や指導

したい環境関

連用語と内容

を計画の中に

入れた。授業

を進めながら、  ＜環境学習の授業実践＞ 

環境への意識づけをするための「発問」、身近

な写真などの「提示」、環境に気づかせるため

の「問いかけ」などで、環境教育の視点を指導

過程の中に盛り込むことにより、児童に環境に

対する意識を持たせたいと考えた。しかし、環

境教育に偏りすぎてしまうと、本来の教科のね

らいからは、ずれてしまうことのない程度でと

どめることを心がけた。そのため、授業案の中

の評価には、環境の評価はあえて明記せず、児

童のつぶやきや教師の観察によって児童の変容

から評価をするようにした。また、社会 「大

きくジャンプ」、理科「とびだせ！発展」家庭

科「とびだせ！」の発展教材の環境教育に関す

るものの活用も図っている。 

 
環境教育の視点  （「指導案」）の視点 

Ａ 関心 ／ 環境問題に対する関心と感受性 

Ｂ 知識 ／ 環境問題及び人間の環境に対する

責任や使命について理解 

Ｃ 態度 ／ 環境に対する感受性、環境の保護

と改善に参加する意欲 

Ｄ 技能 ／ 環境問題を解決するための技能

 

 

 

 

 

 

 

○ 教科授業での指導例 －５年生国語科－ 

１） 単元名  大造じいさんとガン 

２） 単元における環境教育の視点 

現在は、ガンの狩猟が禁止され天然記念

物に指定されたり、ハヤブサがレッドデー

タブックでは絶滅危惧種に選ばれたりして

いることなどから、７０年ほど前と現在の

環境の変化を考えさせるきっかけとした

い。また、ハヤブサやガンの生態を知らせ、

野鳥の生きる知恵や生活に興味を持たせた

い。さらに、物語にたびたび表現されてい

る自然の情景描写から自然の美しさを感じ

取らせたい。 

   授業においては、｢環境を意識させる提

示｣で生き物の写真や地域で撮影した写真

を取り上げたため、「暁の空だから、獲物

を捕ろうとする強い気持ちを感じた」とか

「家の近くでも、よく野鳥が飛んでくる」

などの発言が聞かれた。児童は、より現実

に近い情景を思い浮かべて心情を読み取っ

たり、身近な環境に興味を持ったりするこ

とができた。 

○ 発展教材での指導例 ―６年理科指導案― 

１） 単元名  植物のからだのはたらき 

２） 単元における環境教育の視点 

       これまでに、植物の葉に日光が当たると 

でんぷんができることを学習したが、それ

だけでは植物の体のはたらきを十分にとら

えたとはいえない。でんぷんが何のために

つくられ、何に使われるのかをとらえるこ

とで、植物のからだのはたらきを総合的に

とらえさせたい。 

       いもや種子などに貯蔵されたでんぷんを

人や動物が食べ、成長のための養分になっ

ていることにふれ、日光・植物・人のかか
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わりに気づかせたい。 

この発展教材「とびだせ」では、１時間 

の授業すべてが環境教育になった。「人と

植物のかかわりを意識させる発問」から、

児童は、「私たちは外から栄養をとってい

るのに、植物たちは自分で栄養を作ってい

るのですごい。食べ物に感謝したい」とか

｢私たちは命をいただいている。これから

も、『いただきます』を忘れない｣などの発

言が聞かれた。これは、環境と人とのつな

がりを考えると同時に、環境から命の大切

さを考えることのできた授業であった。 

② 体験活動と環境教育 

総合部では、教科や道徳などの環境学習で積

み上げた環境に対する知識や環境改善への意欲

を、総合的な学習や生活科での体験活動に生か

すよう、学年間の調整を図りながら、以下の活

動を行なってきた。尚、総合的な学習の時間は、

７０時間をあてた。 
１） 「総合的な学習の時間」「生活科」の活用

を年間計画としてまとめる。 
＜総合の年間テーマと内容一覧＞ 

    テーマのねらいは、低学年「自然環境」、中

学年「地域環境」、高学年「社会環境」とした。 

年 テーマ ねらい 活動内容 

 

１

年

 

 

ぐんぐん

のびろ 

－土から

うまれ、

土へかえ

る ― 

 身近な植物に

興味・関心を持

ち、それらに生

命があること

に気づき、植物

を大切にする

気持ちを育む。 

植物の栽培、

クラスの木 

の継続観察、

木の葉や実を

使った遊びや

工作、野道の

散策遊び 

 

２

年

 

 

草平がっ

く、大す

きたんけ

ん－自然

や人々と

のかかわ

り ― 

校区探検を行

い、住んでいる

校区の人や自

然について知

る。自然との触

れ合いの中で

自然への関心

を高める。 

学区探検、草

平マップ作成

野菜の栽培、

自分の木の継

続観察、生き

物の観察 

 

３

年

 

 

 

見つけよ

う人にや

さしい愛

西市  

―  わ た

したちに

もできる

よ  ―  

  

身近な施設や

工場の見学を

通して、環境や

ボランティア

に関心をもち、

自分たちにで

きることを考

えたり、伝えた

りする活動に

取り組む。 

身近な施設や

工場見学、ボ

ランティア実

践、環境に配

慮したまちづ

くり、活動発

信 

４

年

ずっとす

みたい愛

知！ 

― 今、わ

たしたち

にできる

こと ― 

毎日の生活を

見直すことに

より身近な環

境問題に気づ

き、環境を大切

にしていこう

とする気持ち

を高める。 

ごみの減量、

ゲストティー

チャー（メリ

夫くん）講演

環境ボランテ

ィア隊の活動

２分の１成人

式で環境学習

まとめ発表 

５

年

ずっとす

みたい郷

土日本 

－  現 在

をみつめ

よ う  ―

    

    

 郷土の自然

や産業に目を

向け、自然を感

じ、自然を考え

、身近な環境を

よりよいもの

にしていく気

持ちを高める。 

バケツで稲作

り、自然にや

さしい野外炊

飯、ウォーク

ラリーやネイ

チャーゲーム

、新聞記事を

収集まとめ 

６

年

守ろう地

球Ⅲ  

―  つ な

げよう！

明 日 へ  

― 

 

 身近な環境

から課題を見

つけ、追究・実

践し、環境を大

切にし共によ

りよく生きよ

うとする気持

ちを高める。 

法隆寺ウォー

クラリーや太

秦寺子屋体験

、出前授業や

調べ学習、「

やるキッズあ

いち劇場」へ

の参加 

 

（2）グローブを活用した教育実践 

① １年生の実践 

 アサガオや  

マリーゴール 

ド、サツマイモ 

などの植物を 

栽培や自然観 

察のひとつと 

して校庭にあ 

る木々の中から、   ＜種や葉を観察＞ 

クラスの木を決      

 め、四季ごとに 

 観察した。自然 

案内人と草花  

ウォッチング  

に出かけ、校庭 

にある々を観 

察した。クスノ 

キの葉を昔の 

人は虫除けと 

してたんすに 

入れていたと 

聞き、さっそ 
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く葉を拾い、においをかいでみた。      的に呼びかけることを学んだ。他にも、シャンプ 

ー工場の使った水は川の水を汚さないように、浄  学校周辺や  

水処理施設できれいな水にしてから、流している 公園の探検に 

出かけ、草花 という環境にやさしい取組がなされていることに 

以外の生き物 感心し、「環境新聞」にまとめて発表した。 

なども見つけ   ④ ４年生の実践 

る。見つけた     毎日の生 

生き物などに 活を見直す 

ついて発表し、  ＜  ＞ ことにより、 

春から夏への自然の移り変わりに気づく。 身近な環境 

   ② ２年生の実践 問題に気づ 

     校区探検 き、環境を大 

を行い、住  切にしてい 

んでいる校 こうとする 

区の人や自 気持ちを高め    ＜下水処理施設の見学＞ 

然について てきた。下水道科学館と上流浄化センターの見学 

知り、自然 では、環境について、正しい知識を得ると同時に、 

とのふれあ 水の処理を実際に見たり、その仕事に携わる人に 

いの中で自    ＜本で調べる＞ 実際に質問したりすることによって地域の現状を 

然への関心を高めてきた。   より把握することができた。   

 生き物と仲良く遊んだり、観察したり、飼育     身の回りのごみを減らそうと、社会科の学習と

関連させ

て、家庭か

ら出るご

み、学校の

ごみ、地域

に落ちて

いるごみ

の調査を

した。ごみの多さに驚きを感じた子が多かった。

そこで、このごみをどうにかできないか考え、ご

みの減量につながる「クリーン作戦」を実施した。

自分たちにできることで、一番身近なごみを減ら

すことから始めよ

うということにな

り、家庭、学校、

地域の人に呼びか

けることからスタ

ートした。子ども

の発想が、家族、

地域の人にも広がり、環境をもう一

する生き物のすみかや 

えさについて、調べた 

りした。 

また、校庭の樹木の 

観察をし、自然とのか 

かわりを深めるきっか 

けづくりとしている。１年生のクラスの木に加 

え、２年生では校庭にある「クリ」「タイサン 

ボク」「ビワ」などの樹木や、地域探検に行っ 

て気になる木を見つけては、みんなで観察して 

いる。 

  ③ ３年生の実践 

身近な施設や工場の見学を通して、環境やボラ

ンティアに関心を持ち、自分たちにできることを

考えたり、伝えたりする活動に取り組んだ。 

大型スーパーマー  

ケットの見学を 

し、ごみを減らす 

ために、「マイバ 

度考えてみる

。 
  ⑤ 

に年間を通して、 
バ

成長」と関連させ、自然環境に

ック」を持って買 

きっかけができたい物に来る呼びか 

５年生の実践 
郷土の自然や産業に目を向け、身近な環境を感

じ取り、環境をよりよいものにしていく気持ちを

けや、レジ袋を使 

わないようにする 

計画を聞いた。ま 

高めるため、校内フィールドビンゴで自然を見る た、空き缶やペッ 

目を養ったり、総合的学習の時間トボトル、トレー 

ケツ稲づくりに取り組んだ。 
社会科「わたしたちの食生活と食料生産」、理

科「植物の発芽と

などの回収コーナ 

ーを設け、資源の 

リサイクルを積極 
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つ

、ノートにま

 
  ⑥ 

にもできることがたくさんあるこ

   

慮した施設の

充実にも努めている。     

題 

 

 

自然を楽し

ったりしてきている。 

  

げるなど、年

したい。 

画 

 １

や観察を 

充実させる。 

 ２ 

会の組織に入れ、常時活動が

  （ 環境保

 

  

（ に え、集会

などの情報発信活動を充実する。  

いて考えた。 
一人一人が

一個のバケツ

に種もみをま

き、発芽や成長

の様子を観察

した。ゲストテ

ィーチャーとしてＪＡの

方を招き、種まきや苗を

根づかせるこつについて

教えて頂いた。一人ひと

りが自分の稲の出穂、稲

刈り、脱穀までのサイク

ルを観察し

とめを行なった。

６年生の実践 
身近な環境から課題を見つけ、追究・実践し、

環境を大切にしてよりよく生きようとする気持ち

を高めることを目的にエネルギーについて学習し

た。企業の環境への取組を電力会社の出前授業を

していただいた。

ある暮らしを意

識し、磁石とコ

イルで電気をつ

くる実験をし

た。手回しで必

死に回しても小

さな豆電球の明

家庭にある電気製品から電気の

かりしか灯すこ  ＜磁石とコイルで発電＞ 

とができず、電気をつくるには、多くのエネルギ

ーが必要であるこ

化によって氷河

が溶けている様

子や砂漠化が進

んでいる様子を

写真で見て、問

題の深刻さを知

ることができた。新エネルギーの開発実際の器具

を使って、太陽光発電や風力発電のしくみを体験

することができた。二酸化炭素を出さないクリー

ンなエネルギーへの期待が高まった。さらに、温

暖化をくいとめるために何ができるか「電力会社

では、できるだけ

るだけ二酸化炭

素を出さないよ

うな工夫をして

いる」という説

明の後、私たち

にできる「省エ

ネ」「ゴミ減量」

についてグループに分かれ話し合った。企業だけ

でなく、私たち

とに気づいた。 

  ⑦ グローブの観測体制 

 本年度は委員会活動の中で希望者を募り、５年

生の児童を中心に観測活動を行なっている。最初

に、これまであまり使用されていなかった百葉箱

の整備を行い、記録のとり方を確認した。また、

近くにある河川に出かけ、水質の観測も開始した。

月に１,２回程度の割合で学区にお住まいの環境

カウンセラーに来ていただき、児童といっしょに

環境について考えている。観測結果や校内のエネ

ルギー使用量などを全校児童に発信したり、二酸

化炭素の排出量削減を目指し、節電や節水の呼び

かけを行なったりしている。また校内には新たに

雨水タンクを設置するなど環境に配

 

Ⅳ 研究の成果と課

１ 研究の成果 

 自然とのかかわりを深めるきっかけづくりや、自

然を大切にする授業や社会環境を意識させる体験活

動、新聞やニュースなど社会の情報を取り入れた教

科等の授業や多くの体験活動を積み重ねたことによ

り、身近な環境に興味をもち遊びや体験を通して、

自然を大切にする心が育ち、環境を意識した生活や

実践が見られるようになった。学校生活だけでなく、

家庭においても環境を考えた行動がとれるようにな

ってきている。また、教師自身の環境に対する考え

方や感じ方の変化も見ら、環境関連の新聞記事やニ

ュースが目につくようになったり、日常生活で植物、

鳥、昆虫、空などの自然を眺めるなど、

とを実感した。また、地球温暖

む気持ちが高ま

 ２ 研究の課題 

 心を育てることから環境教育を進めてきたが、次

年度では身近な豊かな自然環境をもっと生かした実

践活動や観測を取り入れた活動へつな

間の計画に盛り込むように

Ⅴ 研究第２年次の活動計

 学年での取り組み 

 各学年の体験活動の中に、継続した観測

取り入れ、グローブ活動を

グローブ委員会の設置 

グローブ活動を児童

少ない燃料で発電したり、でき

できるようにする。 

1）目標を設定し、グローブ活動を基にした

全活動を全校での取り組みにつなげる。

（2）環境保全の実践活動を計画する。 

3）ホームページ、通信、掲示の活動 加


